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「生活にいかす力」を育てる指導法の工夫

大崎管内教育研究会技術・家庭科研究部

美里町立小牛田中学校 教諭 八木節子

１ はじめに

平成１６年度から大崎管内教育研究会では本

主題で研究を続け，実生活との関連を図った指

導内容の工夫に取り組んできた。授業に，家庭

生活の中から生徒が発見した課題を取り入れ，

日常生活の場面を意図的に設定し実践した。ま

た，習得した基礎的な知識や技能を自分の生活

の中に生かすことで，よりよい家庭生活が送れ

るものと考えた。選択教科においては，技術分

野・家庭分野の授業で学習した事柄をもとに，

生徒の選択により課題学習，補充的な学習，発

展的な学習の定着と深化を図らせたいと考え

た。

２ 研究のねらい

「生活にいかす力」を育てるためには，生徒

が課題をより身近に捉えさせる工夫や働きかけ

が必要と考えた。そこで 「家庭の主婦・主夫，

になろう」というテーマを設定した。自分で家

族構成を考え，その家庭がよりよい生活を送る

ための課題を設定させた。そして，既習事項や

経験を生かした実践を通して解決を図ることを

ねらいとした。

３ 研究主題に沿っての具体的な手だて

自分が主婦・主夫の立場として，家庭生活を

よりよいものにするために何ができるかを考え

させる。そして，自らが設定した家族のための

仕事（課題）に取り組ませる。実際に学んだこ

とを，自分自身の家庭において，どのように役

立てたいかを考えさたり，実践させたりする。

) 課題の設定(1
① 家族構成の想定

自分で家族構成を考え，その家族一人一人

の年齢や職業，趣味などを想定させる。その

上で，自分はその家族の主婦・主夫であると

いう設定にし，自分の家族であるという自覚

をもたせる。

② よりよい家庭生活を営むための課題設定

主婦・主夫という立場で，自分が設定した

家族一人一人のためにどのようなことをして

いけば，よりよい家庭生活になるかを考えさ

せる。その際，技術分野の学習内容も含めて

家族や家庭生活に役立つ課題を設定する。

( ) 課題の解決2
① 計画作成

家族一人一人に設定した課題をさらに具体

化し，実践する時期や準備物，技能面などを

考慮して計画を立てた。その際，設定したい

くつかの課題に焦点を当て解決する内容を考

えさせた。

② 実践

今までの学習で身に付けた知識や技能を生

かしながら製作・実習を行ったり，インター

ネットや書籍，地域の方から情報を得たりし

ながら，生徒の課題に応じて解決方法を工夫

させた。

③ 見直し

学習して身に付いたことを実生活にどのよ

うに生かせるかを考えさせ，また各家庭での

実践を促した。学習のまとめとして，これま

での取組や意見を発表し合い，様々な課題解

決の方法を知る機会を設定した。生活に生か

せる知識や技能内容の幅が広がり，実践に結

びつくことをねらいとした。その後，家庭で

の作品活用や実践をしてみての様子などをレ

ポートにまとめ，生活にいかす力を養わせた

いと考えた。

( ) 授業の実践3
～テーマ：家庭の主婦・主夫になろう～

【実践例１】

① 課題の設定（図１）

６人家族を設定し 『環境や資源を考えた，

生活をしよう』を学習目標にした。洋服の整

理をしたいと思っている祖母とともに「洋服
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のリフォームをする ，エコロジーの問題に」

関心がある子どもと一緒に「牛乳パックを再

利用する」や「ゴミを出さない工夫をする」

などの課題を設定した。

② 課題の解決（図２）

設定した課題に基づいて学習計画を立て，

製作に取り組んだ。

ア 牛乳パックから生活に役立つ小物入れを

。 （ ）作る 写真１

イ 衣服をリフォームして生活に役立つ物に

生まれ変わらせる。

＜例＞

（ ）ⅰ ジーンズから作ったエプロン 写真２

ⅱ レースのカーディガンとジーンズから

（ ）作ったバック 写真３

課題設定のための学習シート（図１）

選択 技術・家庭 指導計画：３５時間扱い

項 目 時数学習内容 主な学習活動 評 価 形態

家族構成の想定 ・家族構成を想定する。 ・将来，自分が持ちたい家族を 個別 ２1 家庭分野 （３）B

家族構成 年齢 職業 考えることができたか。（ ， ， ，

趣味，その他）

２ よりよい家庭生活を ・家庭生活をよりよいも ・家庭生活の様々な場面を考え 個別家庭分野

営むための課題設定 のにするための仕事 課 て主婦・主夫としてどのよう １Ａ １) ～ ６（ （ ） （

題）を考える。 なことをしたらよいか考えるＢ １ ～ ６（ ） （ ）

ことができたか。技術 分 野

（ （ ）Ａ １) ～ ６

３ 計画作成 ・課題について自ら解決 ・家族のための仕事の計画を立 個別 ６Ｂ １ ～ ６（ ） （ ）

する手だてを考える。 てることができたか。 ～

10４ 実践・見直し ・課題を解決するための ・今まで学習した知識や技能を

実践を進める。 生かして，調べ学習や製作・ 個別

実習・見直しをすることがで

きたか。

＊学習内容の１～３ を繰り返す （毎時間自己評価する ）。 。

５ 発 表 ・発表をするための準備 ・今までのまとめと反省を行う 全体

をする。 ことができたか。 ２

・発表をする。 ・お互いの発表を聞き，次の課

（相互評価をする ） 題について考えることができ。

たか。

６ まとめ ・これまでのまとめをす ・これからの家庭生活に役立て 個別

る （レポート作成） ようと考えることができた １。

か。
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課題解決のための学習計画表（図２）

（写真１）

（写真２）

（写真３）

『生徒の感想から』

今までの自分たちの生活を考えてみると

とても無駄な生活をしていたんだと思いま

した。リフォームは最初は難しいというイ

メージをもっていたけど，ちょっと手を加

えればまた使えるものになりました。今回

の授業を通して物の大切さや物を作るとき

の手間がよくわかりました。これからは物

を買うときには本当に使うだろうか，使い

終わった後はどうしようかなどを考えてか

ら買おうと思います。

【実践例２】

① 課題の設定

，『 ，５人家族を設定し 家にある材料を使い

』 。生活に役立つものを作る を学習目標にした

家にある余り布を利用して「家族のために役

立つものを作る」や「ペットのためのグッ

ツを作る」などの課題を設定した。

② 課題の解決

設定した課題に基づいて学習計画を立て，

製作に取り組んだ。

ア 家にある余り布を利用して，生活に役

立つものを作る。

ⅰ ペットの犬が昼寝するためのクッシ

（ ）ョン製作 写真４

ⅱ 家族で使うパッチワーク小物の製作



- 4 -

（写真４）

（写真５）

『生徒の感想から』

ペットの犬のためのクッションは，使わな

いでしまっていた布を役立てることができて

よかったです。ミシンで作ったので，短時間

でできました。２つ目の作品はじっくりと時

間をかけて作るパッチワークにしました。最

初は難しかったですが，だんだん慣れて早く

縫えるようになりました。壁に飾る予定で作

りましたが，完成してみると大きくなってし

， 。まい 家族で使うマットにしようと思います

これからも，家族の人に喜んでもらえること

をいろいろと考えたいと思いました。

４ 成果と課題

( ) 成果1
① 家庭の主婦・主夫として実践してきたこ

とで，家族一人一人の気持ちや立場になって

考える生徒が増えた。また，家庭内のコミュ

ニケーションが増え，家族の一員としての自

覚をもてるようになった。

② 友人の考えや作品をお互いに見聞きした

ことで，生活に生かす知識や技能の幅が広が

った。友人の作品を見ることで，自分も次に

作ってみたいという意欲も高まった。

③ よりよい生活をするための考えをまとめ

たり，実践したりしていくことで知識や技能

の定着が見られた。また，自分の課題を発展

させ，さらに学習内容を深めた生徒もいた。

④ 将来の家族構成のイメージを具体的につ

かむことは難しいので 「 家族と家庭生活， B
( )家庭と家族関係」の内容を補充させる機3
会として捉えた。よく知っているアニメの家

族を参考にしてロールプレイングやシュミレ

ーションをさせた。全体で家族についての理

解を共有してから，個人の課題を設定させる

ことができた。

( ) 課題2
① 生徒の課題が多岐にわたるため，個別指

導に時間を要した。

② 「まとめの発表会」を行うだけでなく，

「中間発表会」を設け計画の見直しをするこ

とでさらに実践が深まったのではないかと考

える。

以上の課題をふまえ，今後は改善を図りなが

ら，よりよい授業の実践に努めていきたい。
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